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研究
目 的
 胎盤梗塞がどのような後序によって出来,梗塞が胎盤全体としての機能にどのような影響を及ぼ
 すかとい9、・、宅及ひ母児間の物質交換に如何なる・役割を演ずるかと言う点などは,極めて重大な問
 題でありながら現在全く不明といってよい状態である。以上のような点を:考慮し,胎盤梗塞のも
 つ意義を知る目的で胎盤硬塞を病理学的並びに病理組織学的に検討すると共に,種々の丈レ・さの
 粒子の物質を用いて臍帯動倣注入実験を行った。
 実験材料並びに実験方法
 1〕胎盤梗塞の病理学的研究では満期分娩胎盤を用い,臍帯及び卵膜を切り離し10%・枇ルマ
 リン液に固定した。固定盾約・1α1欄隔の連続割面を作って肉眼的に精査し梗塞を切除して,その
 重・量と旺常胎盤組織量の重量を測定した。この切除した梗塞のパラフィン切片を作9,・Haem-
 a毛。▽lin-EOsin重染色を行った。朗臍帯動肱注入実験では病期正常分硯胎盤を明い,
 佳人て使用した薬剤は脂肪乳剤のFa七gen(粒子の大きさe.5-5μ),マルゼン黒インク
 1粒子の大きさO.2-1μ),0.5%等張硫酸銅液(分子量22515),1%グルコン酸第二
 鉄塩水溶液1分子量64Z35)てある。これらの薬剤にRinger液又は生理的食塩水を加え
 て作った溶液の50-100CCを胎盤娩出直后に臍帯動脈より注入し,ろO分后にchoriod.一
 ecid.uaユに切片としたoq)1信肪注入{列は10%中性ホルマリン直1定店Daddi-G・oidma-
 nnのSudan∬工染色を行った。②墨汁注入例は10%ホルマ1)ン固定盾Hae皿atox71in
 -Eosi11重染色を行った。⑤銅溶液注入例は純アルコール固定后Parad・ime七hy工帽Ami-
 110bonzylideエ]一Rhoaanin法を主とし,Rubean水素酸法をも併施した。ゆ鉄溶液注
 入例1ま純アルコール固定后PrU邸ianblue法を用いた。
実験成績
 1]胎盤梗塞の病理①胎盤硬塞の発現頻度は非中毒症ll台盤においても5り%に認められ,重症
 rコ毒症ll自儘でば94%と高歩質度に詫慰めら釦した。姥〕li台盤極{基の量は与在中・毒症と軽症中種痘との1旬に
 は音差を認めなかったか,重症r・毒症ては平均値で約2倍であり,この差は推計学的にも有意で
 あった。⑤中毒症を高血圧の有無により分類し,これと梗塞の量との関係は,高血圧を伴わない
 例では非中毒症と殆んど差異を認めなかった携高血圧を飴う例では有意に梗塞量が多かった。
 これを重症,軽症に分類すると軽症では高血圧の有無に殆んど関係がなかったが,重症では高血
 1五の有無に.にり梗塞醤tに著しい差異を等めた。ぜジ匠・常例と一予定1」超過との1窃で硬塞の言七には署差
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 がなく,更に予定日超過例を生児を得たものと,分娩蒔児.死亡を来たしたものに分けると,前者は
 平均値22.5grて配常例の2可.5grとの間に音差を認めず,後者では3&3grと著明に梗塞
 量が多かった。◎胎盤梗塞を組織学的に白色梗塞及び・喝色梗塞に分けてその発現頻度を見ると,
 白色硬塞は非中毒症で49%に認められ,重症中撮症は88%と高率であった。褐色梗塞は重症
 中毒症に81%と高頻度に認められた力沸中毒症でも14%と少数例ながら存在した。中でも褐
 色梗墾皿型は重症中毒症,子細にのみ認められた。しかし褐色梗塞は非中毒症でも少数例に認め
 られ組織学的には中毒症及ひ予定日超過の胎盤でも質的に特異な梗塞像は認められなかった。
 ⑥褐色梗塞及び白色梗塞を連続切片で追及したが,その何れにも梗塞内及びその周辺で血管の破
 綻像は発見出来なかった。五]臍帯動1水注入実験①脂肪乳剤注入例では正常絨毛の間質への移行
 像は殆んどみられなかった。白色梗塞部では脂肪の侵入像は全く認めず・褐色梗塞1,∬型て絨
 毛血管内に脂肪を認め,更に絨毛聞質にも脂肪粒子を認めた。しかしこれらの粒子の絨毛空膣へ
 の漏出は認められなかった。褐色梗塞姐型てはIE常絨毛と全く同じ態度を示した。②墨汁注入側
 ては正常絨毛の毛細管壁を墨汁の通過した像ぱ認ようなかったが,褐色梗塞1,If型に∫鍋いて一部
 毛細管壁を通過した墨汁が絨毛間質内に認められた。その頻度は脂肪乳剤圧入例の場合よりも高
 頻度であった。しかし絨毛間腔には墨汁を証明し得なかった。褐色梗塞m型て11t「E常絨毛と同様
 に聞質内,墨汁は認められ左かつた。⑥銅溶液注入例てはrE常絨毛間質に銅顆粒が線維網状に並び
 それか更に絨毛上皮を通堆し闘睦側へ出る像を認めノと。銅頼粒の白色桜無内部での増加は認めら
 れず,1ヨ色梗塞表面の類線維素に沈着を認めた。褐色梗塞工,豆狸でば鳳毛蘭質πお迦}る飽預粒
 の出現は不定であったか皿型では正常絨毛と全ぐ向様の像を認めた。ゆ鉄溶液注入例で衝E常絨
 毛にお・いて血管を中心として秋毛上皮と閻質との境界に向って網状或は放射状に鉄顆粒が沈着し
 ている像がみられた。白色梗塞附近の類線維素都と,その健常部分との境界に線状に並ふ鉄頭粒を
 認めた力紙毛内には証明出来なかった。褐色硬暴置型では[E常紡毛と同線の所見を得た。
結 論
 以上の実験成績より次の結論を得た。
 の重症中毒症胎盤及び分娩予定日超過せる胎盤においては梗塞量は増加していたが,
 量には差を認めなかった。
 ②胎盤梗塞頻度は高血圧を伴う中毒症例で有意に高かった。
 ③褐色拠塾.[,∬型の絨毛毛細血管壁は1μの墨汁粒子は容易に,また稀に5μの脂肪粒子を
 通過せしめることを知った。
 駒硫酸銅水溶液及ひグルコン酸第二鉄塩水溶獄を臍帯動jl脳膚生入すると,白色梗塞那には全く
 証明出来なかったが,褐色便壁皿型ては正常被毛におけると同様i(絨毛間質に線推計1弓状の出現を
 みた。
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 審査結果の要旨
 胎盤の物質の通.踏について妓近年餐,速{て知界」が増加しているが,胎般梗塞が物質通過機序に如
 何なろ役割を果しているかについては全く喉討されて!.(ない。
 著者政この点に輩点.をむいて胎盤梗塞の意義を追及している。
 て)胎盤梗塞は非中毒症で51偏,重症巾毒症で94刷て認めら・り.た。煙塞り吊は非山嶺症と
 軽症中毒症では蓬左く,電症中毒症でぱ2倍であった。中毒症のうi'「三冨田石Oもる尋)のの寡が有
 意に煙寒帯が多かった。
 2)分娩予定日超過胎無でも時に梗塞最は多ぐたかったか,予定El紹ズし,児死亡を来したも
 のの胎盤では約1.5倍も梗塞景が・多かった。
 51白色梗塞破非中毒症の49嘱,重症中毒症の88蜘こ,褐色硬寒∫'虻・牢中毒症の斗4嘱,重
 症中毒`)8て砺に認めめられた。褐色梗塞rπ型は重症中毒症卦.にび子癇D・ノみ冗存在した。
 4)楊琶かよび白色極寒を連続切片を作って追及したが,そのいず九に受“・:恥駅.旨・上びその周辺
 で蜘鴛の破綻像を詠脇たかった0
 5)脂肪乳剤を1臍帯動販から注入す芸・と,正常絨毛では間質への移行け認めら1・しず,白色梗塞
 1ては脂肪侵入が全くなぐ,褐色梗塞1,π」謹では絨毛曲管む上ぴ再」]質に脂i廻るr認めた1。た』だしこ
 の月旨肪が母体1禦財て移行しずヒ像をとらえること潟1出来左かった。鳩色極象尋mえ食草ではTE常絨毛とF創栄
 で'あった。
 6)脂肪、にりも粒子の・1・さい果汁を晒帯動脈1て注入したと玄も脂肪の場合と同じ所見,を得たが,
 絨、毛間質への移行率が更に高かった。
 7)粒子がさらに小さい編垣や鉄塩の幌帯動脈注入でも脂肪と類似の所見を得たが,褐色硬寒
 1,π埜の間質への移行は必}1`しも良好では衆かった。
 重症中毒症に多い褐色梗劣1曇ほ従来考えられている.:うな物質通過の障害をなすものでは友ぐ,
 1μ(載斤)磯子は容易に手帚には5、比(脂肪)粒子を通過せしめろものであることを確認した論
 文であり卑二位授与に価づ一ると判定した。
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